
   　

　 日高プレゼン

　　　　　　　　　　　　　　　

(1)｢日本の少子化における課題と解決策｣
　　　　　２年６組 川﨑有生
(2)｢ごちそうさまプロジェクト～食が世界を変える～｣
　　　　　２年５組 北村あずみ　川合咲穂　浜本乃愛　
(3)｢世界の環境問題と貧困の相関｣
　　　　　２年５組 湯川美結
　　　　　２年６組 池田真尋　中未那美
(4)｢働きがいと幸福度の関係性｣
　　　　　２年６組 祭本真由
(5)｢世界の差別問題｣
　　　　　１年６組 楠晴華　寒川優衣　山口采香
　　　　　２年３組 細田萌花

　　　　　　　　　　　　　　　
　。
　日本に来て難民認定を受けようとしても、その認定・
不認定の審査が厳しかったり、曖昧だったりするため、
移住先としての日本はあまり人気がないという事実も知
りました。そういった制度自体を覆すような大きなこと
は難しいだろうけれど、自分たちができる小さなことを
積み重ねて発信していくことで、少しは何かを変えるき
っかけになかもしれないと思いました。
　午後は、自分たちが設置させてもらっていた募金箱を
回収しに行くことから始めました。学校で集計すると、
予想していた以上に募金が集まっていることに驚きまし
た。あまり募金をしている人の姿を私は見たことがなかったので、こんなにも協力してくださる人が多い結果
に、地域の方々の温かさを強く感じました。また、募金以外でも、たとえば衣服や教材の寄付の計画を立てて
声かけなどをしたら、協力してくださる人がたくさん出てきてくれるのではないかとも考えました。
　

２年３組　岡本華奈
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コンペティション (2)

(1) 日本の少子化における課題と解決策

　～ 発表概要紹介 ～

(2) ごちそうさまプロジェクト～食品ロス削減を目指して～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
♦主張　
　　子育てしやすい環境を整え、日本の
　　合計特殊出生率を上げるべきである。
♦根拠　　　　　　
　　少子化による日本の人口減少に歯止めがかからず、社会経済的問題が
　　一層深刻なものとなるため。
♦論拠
　　結婚や家族形成に対しての経済的・精神的不安が依然として高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 年 6 組　川﨑有生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
♦要約　
　　私達は食品ロスに着目した。動機は、
日本はSDGsの目標１２の達成に程遠い
こと、食のありがたさへの意識が薄れて
いると感じること、食品ロスは環境問題
にも影響することである。
　そこで、食品ロス削減を目指してごちそ
うさまプロジェクトを提案する。子ども向け
の食器・絵本や、幅広い世代へのパンフ
レットの作成により、家庭での意識改善を
目指す。
　これらを通じて、幅広い世代の食への
意識を改善し、食品ロス削減に貢献でき
ると考える。

2 年 5 組　北村あずみ　川合咲穂　浜本乃愛


